
3 7 月号情報誌MADO

第第
56
回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

第
56
回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

香
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

第
49
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

第
50
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
（
会
長
上
原
広
嗣
）
の

第
五
十
六
回
通
常
総
会
並

び
に
研
修
会
が
、
四
月
二

十
三
日
、
観
音
寺
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

総
会
に
先
だ
っ
て
行
わ

れ
た
研
修
会
で
は
、
株
式

会
社
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
立
石
裕
明
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
商
工
会

青
年
部
を
活
用
し
て
、
利
益
拡
大
を
図
る
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

青
年
部
員
同
士
の
情
報
共
有
を
密
に
行
う
こ
と
が
、
青

年
部
活
用
に
お
け
る
入
口
で
あ
り
、
利
益
拡
大
へ
の
出
発

点
で
あ
る
と
の
話
の
後
、
経
営
者
と
し
て
最
低
限
知
っ
て

お
く
べ
き
利
益
構
造
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
受
講
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

　

総
会
で
は
、
上
原
県
青
連
会
長
、
篠
原
県
連
会
長
の
挨

拶
の
後
、
渡
邉
副
会
長
を
議
長
と
し
議
案
審
議
が
行
わ
れ

た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
『
令
和
三
年
度
事
業
報
告
書
並
び

に
収
支
決
算
書
承
認
に
つ
い
て
』『
令
和
四
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
』

は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
来
賓
の
寺
嶋
県
商
工
労

働
部
長
、
観
音
寺
市　

佐
伯
市
長
、

観
音
寺
市
議
会　

五
味
副
議
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

　

総
会
後
に
は
交
流
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
青
年
部
員
が
ブ
ロ
ッ
ク
の

枠
を
超
え
て
交
流
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
（
会
長
住
野
タ
ツ
子
）

の
第
五
十
回
通
常
総
会
並

び
に
主
張
発
表
大
会
が
、

五
月
九
日
、
県
産
業
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
今
回
の
総
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

役
員
の
み
出
席
の
縮
小
開

催
と
な
っ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
三
木
町
商
工
会
女
性
部
の
松
原

弥
生
さ
ん
が
、
三
木
町
外
か
ら
の
流
入
人
口
を
増
や
す

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、
発
表
を
行
っ
た
。

三
木
町
の
産
品
を
使
っ
た
お
弁
当
を
作
り
、
三
木
町
、
地

元
企
業
、
女
性
部
の
三
者
で
協
力
し
て
、
地
元
を
盛
り
上

げ
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
発
表
し
た
。
審
査
員
の
宮
武
県
連
専
務
理
事
と
住
野
女

性
連
会
長
よ
り
、
講
評
と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
住
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
令
和
三
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）、
役
員
の
補
充
選
任
の
承
認
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
各
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
四
年
度
の
県
女
性
連
は
、①
香
川
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
の
開
催　
　

②
部
員
増
強
運
動
の
推
進　

③
地
域
福
祉
事
業
の
実
施　

を
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
、

活
動
を
通
じ
て
組
織
強
化
や

部
員
間
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
６

月
22
日
、
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

に
お
い
て
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。

　

浜
田
県
知
事
、
日
本
政
策
金
融
公

庫　

田
所
高
松
支
店
長
、
香
川
県
共

同
募
金
会　

遠
山
会
長
を
は
じ
め
多

数
の
来
賓
を
招
き
、
座
席
間
隔
の
確

保
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
を
充
分
に
講
じ
、
県
内

商
工
会
女
性
部
員
等
総
勢
約
１
０
０
名
に
よ
る
盛
大
な
式
典

と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
寒
川
副
会
長
に
よ
る
開
式
の
辞
が
あ
り
、
続

い
て
住
野
会
長
が
、「
創
立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
初
心

に
立
ち
返
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
女
性
部
員
の
絆
を
礎

と
し
て
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
続
け
、
商

工
会
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
の
式
辞
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
創
立
50
周
年
記
念
表
彰
を
行
い
、
県
知
事
感
謝
状
、

全
国
連
会
長
表
彰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
被
表
彰
者
に
表
彰
状
等
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
浜
田
県
知
事
、
田
所
支
店
長
、
遠
山
会
長
よ
り
来

賓
祝
辞
が
あ
り
、
50
周
年
を
契
機
と
し
て
、
地
域
商
工
業
の

振
興
と
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
期
待
す

る
と
の
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

○
県
知
事
感
謝
状

　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　
　

部　

長　

住
野
タ
ツ
子

　
　

綾
川
町
商
工
会

　
　
　

部　

長　

藤
重　

英
子

　
　

高
松
市
中
央
商
工
会

　
　
　

元
部
長　

高
木　

民
子

○
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　

高
松
市
中
央
商
工
会

　
　
　

部　

長　

一
小
路
宏
美

　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

　
　
　

部　

長　

松
永　

妙
子

創
立
創
立
5050
周
年
記
念
被
表
彰
者
名
簿

周
年
記
念
被
表
彰
者
名
簿

（
役
職
名
は
表
彰
基
準
日
現
在
の
も
の
を
記
載
）


